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続々・つまらない話(間欠的吸引著書 ISUのすすめ)
国立小児病院麻酔科
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のであろうが、これもつまらない憾である.

ICUでの胃内吸引の常自降、非常織:呼吸管理
が行なわれる ICUでの腎内容吸引の目的は、胃
液吸引よりは空気吸引の要望障が大きい.呼吸閤

懸のある患者は胃の動きが感いだけでなく呼吸

努力とともに腎内に空気を呑気し、この腹部膨

満が呼吸図録を更に助長する懸循環をもたらす.

一般に良く用いられる号イホン管(吸引機につな

がず燐液する方式)は、液体の排出には簡便な

ものの、空気の排出には不向きである.胃管に

空気が混入すると引車ン原理が働き簸くなる上に、

細い宵管は空気の排出 にとっ ては相当 な抵抗で

ある.胃内空気の貯留も防ぐ目的で ICUの宵内
吸引を最も有効に行なうためには、二重管を用

いた間欠吸引を持続的に応用する方法になる.

吸引畿の常識、非常織:呼吸管理患者を扱う

ICUの吸引(陰圧)源には中央配管が用いられ、
壁面の7ウトレヲトに吸引穏を差し込んで使用する.

当然のことながら酸素などの場合と異なり、吸

引源は壁内に空気を吸いむことから恩わぬ問題

が生じる.吸引器には廃液周の瓶と液体が壁内

に吸引されるのを防ぐ 711ートと一体化した逆流防

止弁が組み込まれてはいるが、壁内に吸引され

て行く空気には汚物、有機物の飛沫が充満して

いることが忘れられている。こうした有機物は

吸引配管や吸引著書の庄調盤機樽などの細い部分

につまり、吸引力を低下させる.図ったことに

見かけ上吸引の圧力は減衰しなくとも、吸引流

量が大幅に低下する吸引器もある。

自詰まりの予防には、廃液瓶と吸引圧制御器

の問への 7イ帥ー掃入が最も単純で有効である.

しかし吸引器と廃液瓶が一体となった簡便なも

のが大半の日本では 7イ帥ー使用を前径とした装

置が少なく、 目詰まり寸前の吸引力の弱い吸引

器が氾濫しているのは、つまらないことである.

吸引器系への 7ィ帥ーの使用も北米ではごく常

織である。.源不要で間欠吸引が可能なOhmeda
附欠吸引著書 ISUは、この続々・つまらない話へ
の解決を手軽に与える。連続吸引も可能である。
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持続・間欠吸引の切り替えが可能です

1.持続吸引と問欠吸引のモード選択ができます。

2.間欠モード時の吸引量を最大8')0;.1トル/分に

コントロール。急速なj威圧で生じる不快感を

軽減します。

3.吸引停止時、チュ-7.内は大気圧に戻ります

ので、チューブ籾リ孔に引き込まれた粘膜が開

放され、組織の損傷が少なくなります。

4.間欠モードでの吸引・停止はニューマチック図

路でコントロールしますので、電源は必要あ

りません。

Ohmeda 

間欠吸引器ISU
INTERMITTENT SUCTION UNIT 
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